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ＰＤＩ磐梯山の遷移アカマツ林におけ番木本実生の分布様式
嵐田達也*(山形大。院・理工入斎藤芳郎(山形大。院・理工)、辻村東國
(山形大・理・生物）
森林内で鰯樹木の実生の分布と成長は、その森林の将来に大きく係わっている。近
年、様々なスケール鰯林床環境の不均一性が木本実生の生存、成長に与える影響につ
いて注目が集まっているが、それを植生遷移と関係づけた研究はあまり多くない。
磐梯山では、1888年に噴火した泥流で一次遷移が進行中である（吉井l939Himki
l97g)。この泥流上に形成されたアカマツ林内の永久調査区での調査の結果、現在こ
の林では、林冠層のアカマツの幹密度の減少、また、亜林冠層でのヤシャブシからヒ
トツバカエデへの優占種の交代が起こりつつあることが報告されている（斎藤他
2096)。
本研究では、異なる微小生育場所における木本実生の分布を調べることで、この林
の林冠層と亜林冠層構成種鰯個体群が将来的にどのように変化するか明らかにＬよう
とした。調査では、５Dx200mの永久調査区内で１６Ｇ個の５×5ｍの方形区を無作為に
抽出し、それぞれにお聴て高木層、亜高木層の種ごとの植被率を測定した。一方、こ
の５×5ｍの方形区の中心に２×2ｍの小調査区を設置し、胸高直径２ｃｍ以下の実生と
若木の樹高を測定した。これらの実生と若木の幹密度と上層の樹種の被度との関係蓬、
一般化線形モデルにより解析した。
その結果、調査された小方形区におげる実生の幹密度と出現頻度を見ると、亜林冠
層を構成するヒトツバカエデ、アオダモおよびミヤマアオダモの３種が高い値を示し
たが、林冠層を構成しているアカマツやウダイカンバ、亜林冠層を構成しているヤシ
ャプシの実生は全く見られなかった。また、一般化線形モデルにより、ヒトツバカエ
デの幹密度はアカマツやピトッバカエデの成木の被度と正の関係、ヤシャブシの被度
と負の関係を持っていることがわかった。一方、トネリコ属２種の幹密度はアカマツ
の被度と正の関係、ヤシャブシの被度と負の関係を持っていることがわかった。
斎藤（2,,6）は、アカマツの樹冠下にヒトツバカエデの成木が、ウダミイカンバの樹
冠下にはトネリコ属の２種の成木が多いと述べた。一方、本研究の結果は、ヒトツバ
カエデやトネリコ属乙種の若木と実生がアカマツの近隣に多く出現することを示して
おり、従って、将来この林では、ヒトツバカエデがアカマツの近くで更新を続げ、ト
ネリコ属２種はウダイカンバの樹冠下からアカマツの樹冠下へと分布域を拡大するこ
とが示唆される。
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